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平成 16 年 10 月 23 日 17 時 56 分頃に新潟県中越地方の深さ約 13km においてマグニチュード 6.8 の地震が発生

し，新潟県川口町で最大震度 7を観測した．また，この地震は，M6 クラスの余震が 4回発生（平成 17 年１月末現

在）するなど活発な余震活動を伴っており，過去に日本の内陸浅部で発生した地震の余震活動と比較しても活発な

部類に属する．また，本震と最大余震（10 月 23 日 18 時 34 分, M6.5）のマグニチュードの差が 0.3 と小さいこと

も特徴の一つである．本研究では，このような複雑で活発な余震活動を伴った要因を明らかにするため，ルーチン

的に決定している震源（以下，一元化震源とよぶ．）を，高い解像度をもつ震源決定手法により再決定し，その結

果に基づき余震分布を詳細に調査する． 

震源再決定には，Waldhauser and Ellsworth(2000)によって開発された Double-Difference 震源決定法を用い

た．データとして，本震発生後から 11 月 30 日までの一元化震源データのうち，余震域近傍の 19 ヶ所の定常観測

点の検測値のみを使用した． 

 再決定震源の詳細な検討から，以下の特徴が明らかになった． 

（１）余震は複数の面的構造を有しており，水平方向に 5km 程度離れ，ほぼ平行に西北西方向に 50 度程度で傾

斜する二重の地震面と，その上端から東南東方向に 15 度程度で傾斜する地震面が顕著である． 

（２）二重面の上面には本震，下面には最大余震，東南東方向に傾斜する面には 10 月 27 日（M6.1）の余震が

位置し，それぞれの地震の発生直後から，各面の形成が始まった． 

（３）各面の拡がりは，その面に位置する上記の地震のマグニチュードの大きさに比例している． 

 以上のことから，各面を形成する地震活動は，それぞれ本震の余震活動，および最大余震と 27 日（M6.1）の

余震の２次余震の活動を示しており，その形状はそれぞれの地震の断層面の形状を表していると考えられる．つま

り，最大余震の断層面は，本震の断層面と平行な断層面を，27 日（M6.1）の余震の断層面は，共役な断層面を形

成したことになる． 

余震の初動発震機構解の多くは，本震と同様の西北西－東南東方向に圧力軸をもつ逆断層型であるが，横ずれ

型などその他の解も散見される．断層の配置との比較から，本震の断層面の下部（深さ 10km にある屈曲点よりも

深い部分），最大余震の断層面，27 日（M6.1）の余震の断層面には，本震と同様の逆断層型の解が多いことが明ら

かになった．また，これらの面から少し離れた領域や本震断層の上部以浅の領域では，様々な種類の発震機構解が

複雑に分布していた．これは，余震の発震機構が断層面の形成に伴う複雑な応力分布を反映していることを示唆す

る． 

それぞれの断層面を形成する余震活動は，個別には通常の活動度をもった比較的単純な活動であった．新潟県

中越地震の活発な余震活動は，本震の断層面形成に伴う通常の余震活動と大きな余震の断層面形成に伴う通常の２

次余震活動の重ね合わせで説明できる可能性がある． 
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